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令和6年11月8日開催、川崎町農業委員会総会を川崎町役場庁舎２Ｆ入札室招集

する。 

１、総会事務局開会宣言  午後 13 時 30 分  

 

２、出席委員(12 人)   

１番 田所 義信 ２番 中島 隆     3 番  藤川  航 

４番 西山 一郎 ５番 松江 英幸 ６番 宗吉 弘行 

7 番 星野 宗広 ８番 中村 明  9 番大内田 峰夫 

10 番 原口 友博 11 番 山下 理江 １２番 原  健治 

１３番 横田 裕子    

 

３、欠席委員(1 人) 

2 番 中島 隆 

 

 

農地利用最適化推進委員（1 人） 

奥 俊英 

 

 

４、本会事務局 局長 森元 幸吉  係長 三浦 竜治  主任主事 早川 城治 

 

 

５、事務局長開会あいさつ 

 

 

議 事 日 程 

 

議事録署名委員の決定 

議事録署名委員の氏名●●番 ●● 委員、●●番 ●● 委員 

 

議案第 1 号 農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積（利用権設定） 

について 

 

議案第２号 農地中間管理事業の推進に関する法律第１８条に規定する要件確認

について 

 

報告第１号 農地法第１８条第６項の規定による届け出（合意解約）について 

        5 件 

 

その他    
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定刻の時間ですので今から令和 6 年 11 月の農業委員会総会を開

催いたします。 

それでは会長挨拶をお願いします。 

皆さん、こんにちは。 

だいたい稲刈りははほとんど終わったと思います。先日 2 日の大

雨ですね被害もでた所もあるということを聞いております。東川

のほうで田んぼの畦畔が大きく崩れたということです。それ以外

の報告というのはありませんので、被害はなかったんではないか

なというふうに思っております。いずれにしろ非常に、日中暖か

く夕方からは冷え込んできております。そういう関係で、体調に

はですね十分注意していただきたいというふうに思っております

ので、よろしくお願いしたいと思います。以上です。 

ありがとうございました。 

それでは、本日、●●委員より欠席の連絡がありました。本日は

農業委員 13 名中 12 名の出席であり、定数に達しますので、総

会は成立しています。 

また、推進委員さん 6 名中、1 名欠席の 5 名出席です。これよ

り議事を行いたいと思います。 

議長は会議規則第 4 条の規定により、会長にお願いいたします。 

それでは会長、お願いします。 

それでは議事に入ります。 

議事日程議事録署名人の決定について議題といたします。 

議事録署名委員は議長において指名することに御異議ございませ

んか。 

はい。 

異議なしと認め議事録署名委員は●●番、●●委員、●●番、●

●委員お願いいたします。それでは議案に入ります。                                                                                                                                                                                                                                                                                 

議案第 1 号農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画、

利用権設定について事務局説明方お願いいたします。 

はい。 

議案第 1 号、農業経営基盤強化促進法に基づく農用地利用集積計

画、利用権設定について。 

番号 1、賃借人、氏名、●●、住所、大字田原●●番地、賃貸

人、●●、住所、大字田原、●●番地、利用権設定に関わる法律

関係は賃借権でございます。 

土地の所在、大字田原字石原口、番地、●●番●●、地目、田、

面積 1,520 ㎡、他 1 筆。年数 5 年間、設定の内容、新規、10a

当たりの小作料の金額、1 反当たり 10,000 円。 

合計面積は、田で 2,954 ㎡です。5 ページを開いて下さい。 

新規が 15 件、田、48,916 ㎡、畑、0 件  

合計、48,916 ㎡、。 

継続が 19 件で、田、36,527 ㎡、畑が、2,469 ㎡、 

合計、38,996 ㎡です。 

借手が 19 人、貸手が 31 人、田、68 筆、の 85,443 ㎡、畑が
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2 筆、2,469 ㎡、合計 70 筆、87,912 ㎡の農用地利用集積計

画（利用権設定）が提出されています。 

よろしくお願いいたします。 

ただいま事務局の説明を終わりましたが、質疑、意見のある方は

挙手をお願いいたします。 

ございませんか。 

はい。 

ないようですのでお諮りいたします。 

議案第 1 号、農業経営基盤強化促進法に基づく農地利用集積計画

（利用権設定）について承認することに賛成の方は挙手をお願い

いたします。 

賛成多数 

ありがとうございます。 

賛成多数ですので、議案第 1 号、農業経営基盤強化促進法に基づ

く農地利用集積計画（利用権設定）については、原案どおり承認

し、11 月 20 日から 12 月 19 日まで公告します。 

続きまして議案第 2 号、農地中間管理事業の推進に関する法律、

第 18 条に規定する要件確認について、事務局説明方お願いいた

します。 

はい。 

議案第 2 号、農地中間管理事業の推進に関する法律、第 18 条、

第 5 項第 2 号及び第 3 号に規定する要件の確認について。 

始期、令和 7 年 1 月 1 日から終期、令和 16 年 12 月 31 日ま

で、番号 1、賃借人氏名、●●、住所、田川郡糸田町●●－●

●、 

賃貸人氏名、●●、住所、川崎町大字安真木●●番地。 

利用権設定等による法律関係は賃借権でございます。 

土地の所在、大字安真木字桐野●●番●●、地目、畑、面積、

1,183 ㎡、10 年間の新規設定、10ａ当たりの小作料の金額は

8,000 円、他 1 筆、合計 2 筆、合計面積 4,975 ㎡、他、賃貸

人が●●、●●、●●の 3 名、合計新規 4 名の農地を借りま

す。畑のみ 9 筆で 14,405 ㎡、借手、1、貸手、4 人です。 

この議案は、この 9 筆の農地を●●氏が農地中間管理機構を通じ

て利用権設定を行うに当たり、要件等をみたしているか、農業委

員会が確認するものであります。 

次ページ、8 ページのほう御覧ください。 

賃借権の設定を受けようとする者の要件等の確認結果、農業委員

会意見ということで令和 6 年度暫定版ということになってます。 

賃借権の設定を受けようとするものする下記のものについて、農

地中間管理事業の推進に関する法律、①第 18 条第 5 項第 2 号

及び第 3 号の規定する要件等の確認結果。の下にある☑項目、

□要件等を充足、□要件等充足せず、の箇所を農業委員会として

どちらかに☑するところとなります。農地中間管理事業の推進

に関する法律の基本要領を踏まえ確認しました。となっていま



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す。 

どういうことかといえば、この法律、第 18 号 5 項第 2 号及び

3 号の規定に、この方が要件を満たしているかということについ

てとなりますので、ずっと追って説明していきたいと思います。 

賃借権の設定を受けようとするもの●●。 

この☑の内容について、今からまた説明させていただきます。 

農業委員会、黄色の下の段の既存通りよろしいですかね。 

農業委員会記載の①の欄を農業委員会意見とし、要件等を、充足

に☑がある受け手について農用地利用集積等促進計画を定め、

とありますが、この農用地利用集積等促進計画というのは、農地

中間管理機構を通しての利用権設定を行うということでありま

す。 

①の欄に、「要件等を充足」に☑ある受け手について、下記の

いずれかの場合、政令、省令第 12 号第 2 項及び 2 号に規定す

る添付書類を省略するとあります。 

②の欄について、「適」に☑がある場合は、農地所有適格法人

であること及びその状況等とありますけれども、農業委員会の確

認記載欄としては、この①のところになります。この①の 18 号

について説明させていただきます。 

次の 9 ページを縦に御覧ください。 

農地中間管理事業の推進に関する法律、農用地利用集積等促進計

画、第 18 条、第 5 号は次のページになります 18 条の 5 の 2

号、賃借権の設定を受けた後において、次に挙げる要件の全てを

備えることとなること。 

㋑ 耕作の事業に供するべき農用地の全てを効率的に利用し、耕

作の事業を行うと認められること。 

㋺ 耕作の事業に必要な農作業に常時従事することと認められる

こと。 

要はですね、借りた農地を全て効率よく利用すること。 

耕作するに当たって常時、農業に従事するとすることが認められ

ることっていうことであります。 

●●氏の、現在の状況を報告させていただきます。 

11 ページを御覧ください。 

【参考様式】賃借権の設定等を受ける者の農業経営状況等、整理

番号 1、氏名、●●氏 48 歳、農作業従事日数 300 日、権利設

定を受ける土地の面積、農地 14,405 ㎡、これが先ほど、7 ペ

ージの借りようとする農地の広さであります。 

次、権利設定を受ける者が、耕作の事業に供している農用地の面

積、農地が 2,000 ㎡となっています。これは●●町でハウスを

借りて作業しています。次に、権利設定等を受ける者の主たる経

営作物は、果樹であります。今度、この農地を借りて、ブドウと

桃の栽培を行いたいとのことでした。 

次に、権利設定等を受ける者の世帯員の農作業従事及び、雇用労

働力の状況としましては、世帯員が男性 2 人、女性 1 人、農業



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

従事者、15 歳以上 65 歳未満の者、主たる従事者 4 名となって

います。 

この 4 名というのは世帯員は 3 人でありますが、世帯外が 1

名、息子さんがいらっしゃいまして、その方も含め 4 人全員で農

作業をするということでした。 

雇用労働力、年間延べ労働日数としては、家族 4 人×の 1 人

300 日で 1200 人日になっています。 

権利設定を受ける者の主な家畜の飼育状況はありません。 

権利設定を受ける者の主な農機具等の所有状況としては、トラク

ターが 1 台、ハンマーモア 2 台、スピードスプレーヤーが 1

台、運搬車 2 台となっていますが、現地確認に行ったところ、乗

用草刈り等もありました。 

この方については、たまたま川崎町役場のほうに、どっか広い農

地を貸してもらえるとこがありませんか。と訪ねてこられ、農林

振興課の●●氏が対応し大ヶ原の農地を紹介したところ、乗る気

なり耕作機械を持っているので、少々荒れていってもいいから、

借りたいということで話が進み今回の申請となりました。 

水がないことなども話をしましたが、当面はタンクに水を入れて

作業を行うということで、将来的には井戸も掘ってみたいという

ことを言ってみました。 

●●さんはもともと飯塚の方で、妻の母がぶどう園をしていて、

いろいろ訳あって飯塚のぶどう園を手放すことになりましたの

で、●●町で 2,000 ㎡のハウスを借りて、現在は、キュウリの

栽培を行っているとのことでした。12 ページを御覧ください。 

今度借りようとする土地の位置なんですけども、大ヶ原の●●さ

んのところの道をずっと真っすぐ添田の方面に向かっていて、町

境のところの一角になります。 

この一角を詳しく説明したものが、おっきい写真をつけています

が、こちらのほうになります。 

見やすくちょっと拡大しています。ちょっと縦にして見やすくし

てますが、この農地を利用してブドウや桃を栽培したいというこ

とでした。13 ページを御覧ください。 

13 ページの、このハウスの写真が、現在、●●氏が●●町で借

りて、キュウリ栽培しているところであります。 

14 ページを御覧ください。 

これが●●氏の現在の状況で、手前がガラスの大きいほうのハウ

スのほうで、キュウリ栽培をしています。 

奥のハウスでキュウリ、手前がブドウで真ん中付近にイチジクが

植えてあって、写真に写ってあるビニール袋の中に定植している

のがピーマンと言うことでした。 

以上の内容を踏まえてですね、この方が、農地を全て効率よく利

用し、常に農作業に従事することと判断されれば、先ほど 8 ペー

ジの要件を満たしているに☑、思われなければ、充足せずに☑

を入れるようなります。 
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ご判断のほうをよろしくお願いいたします。 

はい。 

 

ただいま事務局説明終わりましたが、質疑、意見のある方挙手を

お願いいたします。 

はい。この方は今、De 愛に柿を出してる方ですよね。 

たしかこの●●さんというのは柿を出している人だと思います。

川崎の人じゃないんですけどね、杷木のほうから通って出荷して

るみたいなんですけどちょっと詳しく調べてみます。 

だけど、果物に対する感覚はあるかなという話はしてます。 

それとですね、航空写真で、この名前が書いてあるところが借り

る所ですよね。 

 

そうです。 

今度借りる土地の上にも赤で示してますよね。 

これが位置図で、これを拡大したものが右下の拡大図になりま

す。拡大したものが、この下の地番と地積が入ってる分になりま

す。小さくて見にくいので見やすく拡大して地番、地目、面積、

所有者を記載してます。 

この近くに●●くんがブドウを作っているんですけど、そこに 1

回挨拶に来たとか言っていたので誰かなって思っていたんですけ

ど、この人なんですね。 

はい。 

果物は大いに歓迎しますけど川崎町にとってもいいことなんで。

それを受けて、●●さんを対応した感じははどんな感じだったん

ですか。印象などちょっと教えてもらえませんか。全然会ってい

ないでね。要件を満たすかどうか、その辺もあると思うんで。 

私が糸田の作業している所に会いに行った感じとですね、役場に

訪ねてこられたときの感じとしては、ものごしも柔らかくて印象

はいい感じの人でした。 

今は●●町でしてるだけですか。 

はい。2 棟のハウスでキュウリなどを作っていました。 

それでまた、ブドウとかそういうものをつくりたいんだけれども

どっか広い土地がないだろうか、ということで、訪ねてこられた

っていうことが、そもそもの始まりです。 

もう 1 つ、ブドウは棚を作たり、そこの資金がかなりいるんです

よ。初期投資が何百万か要りますから、それがあるかどうかと。 

それと、その 10 年期間ですかね、そういった事から 30 年ぐら

いは 2、30 年は、そこでしないともとをとれないし、その辺は

どうなっとるかね。その地権者等の関係と言うか、会ってはいま

せんが。 

今回、農地中間管理機構を通しての申請になりますので、取りあ

えず当面は、当初これに書かれてるように 10 年間はそのままや

っていきます。引き続き利用されるのであれば更新されていくん



 

 

 

 

 

●● 委員 

 

係   長 

 

議   長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●● 委員 

 

 

 

 

 

 

議   長 

●● 委員 

議   長 

委   員 

●● 委員 
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だと思いますけども、それはもう私の思うになってしまうので、

何とも言いかねますけども、そこはもう、それと、その設備にか

かる投資のお金についても、農地中間管理機構ではここまでは求

めないということだったので、そこについては把握していませ

ん。 

要件を満たすかどうか、ちょっとその辺も大きいと思うんですよ

ね。 

この方がずっとやっていける人かどうかと思われればっていうと

こですよね。 

要するに資産金融と関連を解明するためのまずは一つ、資金面で

すかね。 

資金面がどうなっているのかという 1 つの問、さっき言った期間

が 10 年ですから、果樹の場合は 10 年ではどちらかじゃ短い、

10 年からやっと収穫し始めて軌道に乗るかどうか、かなってい

うところで、そこのところの確認事項。いうこの 2 点だと思うん

ですよね。 

●●委員が、指摘してるのは、そこを確認できれば、この問題に

ついてはいいんではないかなという感触を受けたんですが、そう

いうことでいいですかね。 

後は本人と会って、いわゆる資金面についてはどうなってるのか

というものを事務局で確認して、いわゆる管理ですから賃借権

10 年で継続 10 年というのはあると思うんですけども、そこの

ところもひとつ確認してとったほうがいいという事ですね。 

他にないですか。 

はい。 

ほかにも見てないけど資金面に関しては、私はやる気のある人だ

な、と思うんですけど資金面に関しては、コストのかからない栽

培方法も、もしかしたら考えてる可能性もありますから、さっき

言った桃は棚がいらないだとかね。 

どうでもなかなかその辺はあれでどうなのかなと思うんです。 

やる気の問題だと思います。 

●●委員は●●さんを知っていますか。 

知りません。ちょっと見たらわかるかもしれないです。 

●●さんに面識のある方はいますか。 

いません。 

De 愛のほうにちょっと柿を出していたという人、スタッフは顔

合わせって知ってるでしょうけど、私はちょっと会いませね。大

体ここ 3 年ぐらいからずっと柿を出してたんですよね。 

私はまだ名前も見らないけど多分そうかなと。さっき●●委員が

言ったようにコストのかからない栽培方法を考えてるかもしれま

せんね。だけどその辺の、どうするかを確認はやっぱそれなりに

私はしとったほうが要件を満たすかどうか判断せないかん。本当

は来てほしいんですけど。 

今やっぱちょっと現状荒れてるっていうとこから、そういうとき
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にやっぱり、そこで 1 町 4 反を開墾してブドウ栽培をする、や

っぱ管理など大変やなと思うんですよ。やる気はあると思いまし

た。 

大変とは思うけど、そう言った耕作放棄地に来て開墾してブドウ

栽培をしてくれる人がいるって事は地元の人間としてはね、あり

がたいと思う。 

そう、それはそういう農地を開拓してくれることについては非常

にありがたいんですが。 

それとこの 8000 円って言うのは畑に対して高いね。農地賃借

一緒するやろ、畑で 8000 円って土地に対してその地権者から

建てていいとか、だいたい普通、許可もらわな同時に建てられん

もんね。仮に農協あたりの、やはりそこでも借地権には建てられ

ん。建物っていうのは作業場やろ。 

後々問題が起こると思うよっていうことを地権者の子供が売った

りなんかしょうとした時に、物が建っちゃったら売れんような状

況もあるし、そこははっきり決めたほうがいいんじゃないか。 

本人としては。それでこれね従業員が 4 名なってやろうってい

う、本人入れて 4 名 300 日働くというたら、かなりの出資が要

ると思う。家族や家族で一応給料として払わなきゃやろ。 

その家族自体ただ使えるって、いくらかやらないけんやろ。 

そうだけど、そもそも家族の話になるんやろうけど。 

一応利用者 1 人は別におるっちゅうけど、給料ちゅうか仕事して

300 日というたらほとんど農業に従事し働きに出られんような

状態だよね実際いえば。 

それはあるけどもそこはもう非常にありがたいんだけど、さっき

言った、資金面についての一つの理由があると、大事な部分です

けども、期間も来年からでこれは計画書っていうのは出てないん

かね。これは今日、決定しなければいけないのかね。 

今、議案のほうのが、令和 7 年の 1 月 1 日からという形になっ

てますので、まだちょっと余裕はあります。 

そしたら本人に直接会って、ここんところの計画面やら、そうい

うものを一度出してもらったらいいかなと、自分は思うんやけど

皆さん方どうですかね。 

資金面と、10 年が短いんじゃないかというところと、上ものを

建てる（ブドウ棚）桃は上ものは要らんけども、棚なしのコスト

のかからないの栽培方法というものを考えとるかも分からんとい

うところがあるわけ。じゃ、そういうところも含めて、栽培計画

はどのようになってるのかということもですね、本人に確認した

ほうが、いいかなと思うんやけど、ただこの農地をほかに転用す

るってことじゃないからね。ただ、農地を農地として開拓してい

くと言う事で非常に良いことなので。ただ何点か●●さんに確認

して皆さんに報告できればと言う事ですので皆さん方どうですか

ね。いいですか。 

はい。 
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時間があればですね、私も立ち会っていいですよ。私は、ブドウ

は多少分かりますので。 

事務局は●●さんに電話連絡をして役場に来てもらって直接お話

してもらったらいいかなと思うんだけど。 

それから結論を出すという形のものでいいんですかね。 

はい。 

これけど●●町にあるっちゅうけどガラスハウスはあるんかね。

●●ならあるけどね。 

いや、こっちからいってですね、●●を通り過ぎて川ぞえを左に

橋渡って●●役場があります。 

役場のほうの前の道を真っすぐ上ったら途中にですね、右手に入

るところがありまして、そこの右手に入っていくと何か建設会社

の事務所か何かがあって、中に入っていた奥のどん詰まりのとこ

ろが、先ほどの写真の場所になります。 

●●か何か建設会社のちょっと先ね。 

はい。 

ほかは何かございますか。 

お諮りいたしますが、議案第 2 号についてはですね、この場で結

論出すんではなくて、一応事務局のほうで●●さんと、もう少し

栽培計画、そういうものの内容を詰めたところで、話合いを持ち

たい、そういう方向で進めていきたい。そのあとに、結論を出す

ということで、今日この場は取りおさめたいと思いますけどもよ

ございますか。 

はい。 

事務局良いですか。 

はい。 

それがここに来てもらえば、来ていや一応、自分の計画をみんな

話聞いてもろうたら、 

そしたら 12 月 10 日ということになるが利用権設定の日にちが

ぎりぎりになるね。 

はい。 

12 月 10 日で今、いわゆる取得期間が切れ、いや、そう、そう

なったら間に合わんから、ちょっと何かそのときも、見てもらっ

て、話を聞いてもらう。という形をとったいと思いますがいいで

すかね、第 2 号議案はそういう形で進めていきますので、今日こ

れに対する挙手の確認はいたしませんので、よろしいですかね。 

それでは第 3 号議案、農地法第 18 条の第 6 項の規定による届

け出（合意解約）について、事務局説明お願いします。 

はい。 

報告第 1 号、農地法第 18 条第 6 項の規定による届け出（合意

解約）については、5 件ほどありますので、順に報告させていた

だきます。 

まず、番号 1、賃貸人、住所、飯塚市南尾●●番地の●●、氏

名、●●、賃借人、住所、川崎町大字安真木●●番地の●●、氏
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名、●●、土地の所在、大字安真木字前無田●●番●●、地目、

田、地積 2,336 ㎡、他 3 筆、合計 4 筆、9,071 ㎡となってま

す。 

契約期間は、令和 4 年 11 月 20 日から令和 9 年 11 月 19 日

までの 5 年間となってます。 

権利の種類は、基盤強化促進法による利用権の合意解約となって

います。解約の理由は耕作者変更です。 

続きまして 16 ページを御覧ください。 

番号 2、賃貸人、住所、川崎町大字安真木●●番地、氏名、●

●。 

賃借人、住所、川崎町大字安真木●●番地の●●、氏名、●●。

土地の所在、大字安真木●●番●●、地目、田、地積 1,547 ㎡

他 1 筆、合計 2 筆、3,674 ㎡です。 

契約期間、令和 2 年 11 月 20 日から令和 7 年 11 月 19 日ま

での 5 年間、権利の種類は、基盤強化促進法による利用権の合意

解約のでございます。 

解約理由は、こちらも耕作者の変更となっています。 

続きまして、番号 3、賃貸人、住所、川崎町大字田原●●番地、

氏名、●●、賃借人、住所、川崎町大字川崎●●番地、氏名、●

●、土地の所在、大字川崎字堤田●●番、地目、田、地積

1,430 ㎡他 1 筆、合計 2 筆の 2,162 ㎡です。 

契約の期間、令和 4 年 5 月 20 日から令和 9 年 5 月 19 日まで

の 5 年間、権利の種類は、基盤強化促進法による利用権の合意解

約でございます。 

解約理由は、耕作者の変更となっています。 

次のページを御覧ください。 

番号 4、賃貸人、住所、川崎町大字安真木●●番地、氏名、●

●、賃借人、住所、飯塚市上三緒●●番地の●●、氏名、●●、

土地の所在、大字安真木字桐野●●番●●、地目、畑、地積

1,183 ㎡他、合計 2 筆の 4,975 ㎡です。 

契約の期間、平成 5 年 5 月 11 日から平成 15 年 5 月 31 日ま

で。その後、自動更新となっております。 

権利の種類は、農地法 3 条の規定による、使用収益権の合意解約

となっています。 

解約理由はこちらも、耕作者の変更となっています。 

続きまして、報告、番号 5、賃貸人、住所、川崎町大字安真木 3

●●番地、氏名、●●、賃借人、住所、川崎町大字安真木●●番

地の 1。氏名、●●、土地の所在、大字安真木字八熊●●番、地

目、田、地積、3,632 ㎡。 

契約の期間は、令和 5 年 5 月 20 日から令和 10 年 5 月 19 日

までの 5 年間、権利の種類は、基盤強化促進法による利用権の合

意解約となっています。解約理由は、こちらも耕作者の変更とな

っています。以上です。 

ただいまの事務局説明が終わりましたが、この件については報告
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だけですとお諮りすることはありません。 

続けてその他に入ります。 

何かありますか。 

はい。 

事務局より 3 点ほどございます。 

まず 1 点目が、令和 7 年度からの利用権設定の 1 について説明

します。 

1、現在利用権設定はですね 5 月 11 月、年 2 回、今回のように

利用権設定を行っていますが、農地中間管理機構より、機構を通

じての利用権設定は、1 ヶ月早目の農業委員会の総会にかけてい

ただきたいということで、令和 7 年度より、4 月と 10 月の年 2

回の総会で、今回の議案 2 号のような様式の意見の確認をしたい

と思いますがよろしいでしょうか。 

結局これ、何ちゅうか、名義が変わってないで何代も変わってな

いと中間管理機構と登録出来んやろ。 

名義が変わってなくてもですね相続人のうち、2 分の 1 取れたら

出来ます。 

結局、それが取れんやった場合は駄目やろ。 

そうですね。 

それら土地はどうなっちょう、そこまで中間管理機構は考えてな

いと思うよ。そういうふうな土地が結構あるきね、今それを利用

権設定でぎりぎりでしているやろ。もう 1 人かけたら半分になら

んやろ。そんなときは出来んきね、そき結局やみ小作になってく

るんよね、そうして（利用権設定しても）もう無理やきというこ

とで、それは結局農地はどういうふうな方向で考えてちょう。そ

こまで聞いた。 

一応、利用権設定できれば農地中間管理は先ほどのような、2 分

の 1 以上ないと出来ないということだったんでもう取れないもの

についてはもう仕方ないんじゃないかなと。 

それと中間管理機構は今、しょうのは農地整備をすることしよう

けど、結局そういうような土地が混ざったら基盤支援も出来んよ

ね無償で。 

基盤整備と利用権設定の件はちょっと切離して考えてもらってよ

ろしいですか。 

中間管理機構がもうからんならね、結局そこの土地を集積すれ

ば、そういうふうな方向で持っていこうかっちゅう方針になりょ

うきねさっき、そういうようなときに、なかに出来んとがあると

思うきねがある場合があるし、利用権設定するときに、ちゃんと

そこのところをねしていたほうがいいんじゃないかと。 

地域計画に載ってない人は利用権設定が出来ないでしょう。 

令和 7 年度から、今、●●委員の言うと地域計画に載らなけれ

ば、いわゆる利用権設定が結べないから、もう早く言えばは中間

管理機構をとおさなくて個人間の利用権設定は、どうしても、そ

ういうものでその部分と、●●委員は中間管理機構で利用権設定
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をまとめたら基盤整備の部分が出て、その中に基盤整備に入れん

人がおった場合があろうかと、その場合どうするかというような

話やけだと思うんですよ。 

政府は、農地を一体化するために、こういう方向をとってきよん

やき今後、農地を大きくするために結局これしようとやきね、集

めてしもうて。 

今の話を聞いていると中間管理機構を通すなって言う事ですか。 

いやいや、そうではない。 

通さないかんのに。 

結局とそうじゃなくて結局通すこと政府がしようやろ、これの目

的っちゅうのは、農地を集積していく大きな土地にして、後継者

に明日つなぐっちゅう方向性に持って行きよったいんよね。 

そんときに中にそういうようなとこあったらできるできん可能性

があるね。ちょっとそこにこの地域計画もちゃんと川崎町で、位

置的に決めていっしちょうほうが利用権設定するときも、あとの

ことを考えればいいんじゃないかと思うんでね。またスムーズに

物をするときに出来るんやないか。 

●●委員の言っていることは中間管理機構に全部利用権設定をし

集約してしまったら、大きないわゆる基盤整備事業で入っていく

可能性がある。 

だけどその中で 1 人 2 人が基盤整備に同意をせんやったら、そ

れは出来ないと、そういうものまで全部中間管理機構に持ってい

くのはおかしいではないかなという言い方なんです。 

そこまでね、決まったときに追求して機構に聞いたかどうか。 

その場合、中間管理機構とおしてどうするかということです。 

令和 7 年度から地域計画に認定しておかないと、利用権設定が結

べない。その地域計画に認定者や、自分が認定してでもいいとい

う人があらわれたときには、利用権設定が出来ないんではないか

と、利用権設定するにはどうするかということを、後でそんな話

でした。次のページに申出書を作っていますけども、これについ

てはですね現在いわゆる令和 7 年度から利用権設定するにおいて

は、いわゆる地域計画に名前を載せとかないと利用権設定自体が

結べないと。いうふうにやっております。 

しかし今現在ですね、その地域計画に名前を持ってない方が大半

おられます。そういう人たちと、いわゆる利用権設定を結ぶ場合

ですね、まずこういう申出書を出していただいて、地域計画の中

に名前を載せていこうかという部分の申出書でございます。 

それでこの、いけばそのまま利用権設定ができるという形のもの

の申出書ということでございます。 

今さっき言った●●委員さんの意見が、そういうものに全てまと

めてしまうと、いわゆる基盤整備に賛成せん方がおったら、利用

権設定が中に出来てこなくなると。そうした場合は中間管理機構

はどう対応するんかというのを今、●●委員のほうから意見が出

ておる。それに対して、川崎町農業委員会としてはどうするのか
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という意味合いだと思います。 

●●委員の話の中から聞くとね、その点についてどうしますかと

いうことになると、その場合は中間管理機構をとおさずして、個

人間の利用権設定ってしかもうないと言うことになるかと思いま

す。そういう形で物を進めていくのかという判断になるんではな

いかなと、私自身はそう思いますけども、皆さん方はどういう形

でいいのかということ。相手を出していただいて、これを進めて

いきたいというふうに思っておりますのでよろしくお願いしま

す。 

この申出書は、結局、全部の農家に配ると。 

地域説明会を皆さん開いたのを覚えてらっしゃると思うんですけ

ども、そのときに地域計画に名前を載せていいって言われた方は

そのままもうしてますので、その人たちには配らないです。地域

計画の説明会に来られなくて、地域計画の中身を分からない人た

ちについて、この地域計画の内容の説明をした後に、それであっ

たら、名前を載せてもいいということであればこの申出書を書い

てもらえば、令和 7 年度の 4 月からの利用権設定に、まだ名前

載せてないですけども、認めてはどうかということになります。 

早く言えば今、農地を貸している人たいな。 

むしろ貸してる人がいわゆる地域計画の中に名簿がないと借手と

の利用権設定が出来ないというのが、令和 7 年度からの利用権設

定になるということですので、その地域計画の中にね、名前を載

せる 

耕作者と所有者の方ですね、2 人の連名で出してもらえれば、

今、現在名前が載ってなくても、令和 7 年度から利用権設定につ

いては認めてあげてはどうでしょうかということで今現在、令和

6 年度末までで、地域計画というものをつくってしまわなきゃい

けないんですよね。 

そのうち、作ってしまうのに対して、地域の農業を担うものに位

置づけされるようにこの間、地域の座談会を開いたんですけれど

も、出てこられていない方が多数いますと、そういう中の人たち

を救う方法として、今回のこの申出書を書いていただければ、今

現在、地域計画に名前が載ってなくても、来年以降の地域計画の

変更の際に名前を載せるということで、認めてあげてはどうでし

ょうかということです。 

例えて言うたらね、同じところでまとまって沢山作るんなら分か

るけど、あっちであっちこっちこうつくるやろ。ということはそ

こそこの地域の関係やろ。 

はい。 

次、どういうふうなことになるか。例えて言ったらね荒平の方は

出しているかね。 

はい。●●委員は荒平のほうは地域計画に載せてます。 

そのときに出したんやね。確か出してると思うね。田原の方は出

してないやろ。 
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田原のところも来られたですよね。 

行ったかね。 

田原の説明会、そこのコミセンで開いたやつ。田原の説明会にも

来られたので田原の地域計画にも●●委員は載せてます。 

荒平と田原何か所にもなるね。 

何か所も名前が載ってもいいんですよ。 

ちょっといいですか。 

私から聞きたいことが、さっき言ったのはですね、その件じゃな

くて利用権設定が 5 月、11 月にしていましたけれども、1 ヶ月

早く 4 月 10 月になりますけどよろしいでしょうかという話をし

たんです最初に。 

それはそれでいいです。 

ただ、まずそれが 1 点目です。 

はい。 

いいですか。 

はい。 

続きまして 2 点目ですね、先ほど会長のほうから話がありました

けれども現在、地域計画に名前載っていない方、先ほどのところ

ですね、名前の載っていない方の利用権設定をどうするかという

ことで先ほど見ていただきました。 

この申出書、地域計画に名前載ってない方のほうが多数居ますの

で。 

読み上げますね。 

令和 6 年度の地域計画における「農業を担う者」に位置づけられ

ていませんが、令和 7 年度以降の地域計画の変更の際には、「農

業を担う者」に位置づけを行いますので、令和 7 年度からの農地

中間管理機構を通じての利用権設定が行えるようお取り計らいお

願いします。ということで、この 1 枚を出してもらうことによっ

て、令和 7 年度以降の利用権設定を、今現在、地域計画に名前が

載っていない方でも、結んでもよろしいですか。っていう話をし

てるところなんです。 

よろしいでしょうか。 

はい。 

3 点目です。地域計画に名前がなくて、先ほど言ってたとこです

ね、農地中間管理機構も通さずに、個人間同士で農地の賃借を行

う場合について、本人同士の話合いで賃借になりますので、農業

委員会を通してませんので、もうその件については農業委員会と

しては関知しないという方向でよろしいでしょうかっていうとこ

になるんですが、いいでしょうか。 

それはもう前々からや。 

よろしいですかね、そこの最後の確認です。その 3 点の事務局か

らの確認でした。以上です。 

はい。 

今、言った形 3 点で地域計画、利用権設定についてはそういうふ
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うに、今後は取り扱っていくと、いうことで御理解お願いいたし

ます。 

そのほか何かありますか。 

なし。 

ないようですので、以上をもちまして本日の議題は全て終了いた

しました。 

次回の総会は 12 月 10 日、火曜日、13 時 30 分からですので

時間を間違えないようお願いいたします。 

以上をもちまして、川崎町農業委員会 11 月総会を閉会いたしま

す。 

お疲れさまでした。 

 

閉会 14 時 39 分 

 

       以上、会議の顛末を記録し、その相違なきことを証するため署名する。 

       

署名人 

     ●●番●●委員               ． 

 

               ●●番●●委員               ． 

  

                議  長                  ． 

 


